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■
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要
文
化
財
小
西
家
伝
来
光
琳
関
係
資
料
中
の
「
御
画
帳
」（
衣
裳
図
案
帳
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に

描
か
れ
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の
六
〇
〇
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の
図
版
す
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央
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術
出
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に
お
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て
、
は
じ

め
て
全
頁
の
写
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が
掲
載
さ
れ
、
紹
介
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
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の
後
、
山
根
氏
は

「
昭
和
五
七
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金

　一
般
研
究
（
B
）（
研
究
課
題
：
雁
金
屋
雛

形
帖
の
染
織
史
的
絵
画
史
的
研
究
―
小
西
家
伝
来
光
琳
関
係
資
料
を
中
心
に
―
）」

に
お
い
て
、
再
度
、
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査
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究
に
着
手
さ
れ
た
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織
史
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絵
画
史
両
面
か

ら
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資
料
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史
的
意
義
を
深
く
認
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資
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で
あ
る
だ
け
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な
く
、「
雁
金
屋
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と
い
う
具
体
的
な
呉
服
商
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記
録
で
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る
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、
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図
に
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入
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、
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、
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な
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り
具
体
的
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る
こ
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も
貴
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で
あ
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た
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ま
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よ

り
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期
を
代
表
す
る
絵
師
で
あ
る
尾
形
光
琳
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生
家
・
雁
金
屋
の
記
録
で
あ
り
、
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琳
幼
少
期
の
い
わ
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原
体
験
を
探
る
上
に
も
重
要
な
視
覚
的
イ
メ
ー
ジ
資
料
で

あ
っ
た
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記
の
研
究
に
研
究
分
担
者
の
ひ
と
り
と
し
て
参
加
さ
れ
た
の
が
、
塚
本
瑞
代
氏

で
あ
る
。
そ
の
研
究
は
、
塚
本
氏
の
「
桃
山
か
ら
寛
文
の
小
袖
文
様
―『
雁
金
屋
雛

形
帖
』
を
中
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と
し
て
―
」
の
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文
と
、
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町
の
復
元
試
案
及
び
「
寛
文
三
年
正

月
か
ら
十
月
ま
で
の
仕
上
が
り
分
」
の
写
真
図
版
と
書
き
入
れ
の
公
刊
を
も
っ
て
い

ち
お
う
の
中
間
報
告
と
し
た
が
、
問
題
は
未
だ
山
積
し
て
い
た
。
塚
本
氏
は
、
そ
の

後
も
継
続
し
て
詳
細
な
資
料
吟
味
を
も
と
に
研
究
を
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
。
こ
こ

に
氏
の
研
究
成
果
と
と
も
に
、
す
べ
て
の
ペ
ー
ジ
が
、
初
め
て
多
く
の
研
究
者
が
利

用
可
能
な
鮮
明
な
写
真
図
版
と
し
て
提
供
さ
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
は
、
画
期
的
な
こ

と
で
あ
り
、
そ
の
学
術
的
な
意
義
は
計
り
知
れ
な
い
。
こ
れ
は
ひ
と
え
に
塚
本
氏
の

情
熱
と
努
力
の
賜
で
あ
る
。（
本
書
「
序
」
よ
り
）
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えて従来の研究方法では難しかったその特質を解明、日本美術
史上における位置づけを明確にして漆工史学の基礎的な研究方
法を構築する。（2011年冬刊行予定） ISBN978-4-8055-0666-0

関連書籍

著者略歴

　塚本　瑞代（つかもと・みずよ）
群馬県立女子大学名誉教授。著書に『季節の美学』
新曜社、2006年。『衣装の美学』行路社、1994年。
『服飾文化論』放送大学振興会、1994年（共著）。『服
飾表現の位相』昭和堂、1992年（共著）。

　小西家伝来尾形光琳関係資料
尾形光琳の子寿市郎の養子先小西家に伝来した、画
稿類と文書類のことである。光琳の写生帖を始めと
して、画稿・粉本・工芸図案下絵・印章など約400
点と、光琳の父祖の職業である呉服商関係のものや、
光琳を主として、父・兄弟・子孫の経済・家庭・交
友・趣味にかんする文書・記録など約185点が含ま
れている。現在大半が大阪市立美術館と京都国立博
物館に所蔵され、重要文化財に指定されている。
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